
芝
浦
四
丁
目
に
新
た
に
建

設
し
た
芝
浦
小
学
校
が
一
月

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
自
然
の

木
、
光
、
土
を
ふ
ん
だ
ん
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

校
舎
の
中i

庭
に
数
多
く
の

樹
木
、
ミ
カ
ン
や
鬼
柚
子
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日本共産党 日本共産党港区議員団

ホームページをリニューアルしました。
各議員のブログもあります。
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本会議で「ヒブ・子宮頸がん・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用

助成の、早期実施」を質問しました。区長は「2011年度から、実施

します」と答えました。担当部署では、4月実施にむけて準備をすす

めています。

質問で、3ワクチンについては政府が年

度内実施を決め、補正予算を組んでいるこ

とから、「港区でも早期に実施するよう」求

めたものです。この間、議会の度に質問、

区議会の前には区長に早期実施の申し入れ

も行ってきました。

発行：

就
職
面
接
会
開
催

芝浦小学校1月から新校舎

「2011年度から実施」（区長答弁）

区民要求実現のため、今年もがんばります

困ったときはすぐ相談を 6名の区議の相談会
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改
築
中
の
高
輪
保
育
園
の
新
園
舎

が
四
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。
定
員
は

一
四
八
名
で
改
築
前
よ
り
四
七
名
増

え
ま
す
。

仮
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
高
輪

党
区
議
団
が
提
案
し
て
き
た
「
就

職
面
接
会
in
み
な
と
」
が
、
十
二
月

十
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
で
五
回
目
で
す
。

保
育
園
・
福
祉
会
館
は
暫
定
桂
坂
保

育
室
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
〇

才
〜
二
才
（
定
数
一
〇
五
名
）
が

五
月
一
日
、
三
才
〜
五
才
（
定
数

一
〇
五
名
）
が
来
年
一
月
四
日
開

設
の
予
定
で
す
。

党
議
員
団
は
待
機
児
童
解
消
の
た

め
、（
仮
設
）
高
輪
保
育
園
の
継
続

使
用
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
仮

設
園
舎
を「
引
き
続
き
利
用
す
べ
き
」

と
、
新
日
本
婦
人
の
会
港
支
部
の
区

長
交
渉
、
ヤ
ン
グ
マ
マ
達
の
課
長
交

渉
、
高
輪
保
育
園
保
護
者
か
ら

「
待
機
児
童
解
消
に
む
け
仮
設
園
舎

の
活
用
を
」
と
の
陳
情
が
だ
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
人
達
の
運
動
が
桂
坂

保
育
室
開
設
の
大
き
な
力
と
な
り
ま

し
た
。

高
輪
保
育
園
四
月
か
ら
新
園
舎
に

桂
坂
保
育
室
は
五
月
開
設

高輪保育園・福祉会館など

ヒブ・子宮頸がんなどの
ワクチン費用助成

「こども条例」を提案
党区議団6名で

12月3日の本会議に党議員6名は議案提案権を使

い「港区こども条例」を提出しました。港区の未

来を担うこどもが、自ら考え、行動し、夢や希望

を持ち続け、心豊かにすこやかに育つことを保障

する基本理念を定める条例です。

党議員団は2年前に「港区子どもの人権オンブ

ズパーソン条例」を議員提案し、現在保健福祉委

員会で審議されていますが、他会派から「こども

条例」の制定が必要ではない

かとの意見も受けて、「こども

条例」を提案しました。党区

議団は、他会派に共同提案を

呼びかけましたが、誰も賛同

しませんでした。

ヒブ・子宮頸がんなどの
ワクチン費用助成

検索港区議団



●
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

介護サービスについて

0  20  0  40  0  60  0  80  0  1000 

特養を増設してほしい 

家族がいても受けられるように 

介護度が低くても受けられるように 

利用料を安くして欲しい 

サービスをもっと受けたい 

現在のサービスで充分 

400 350 300250 200 150 100 50 0 

給料が安い 
仕事が見つからない 

その他 
休日が取れない 

長時間労働 
リストラの不安 
社会保険がない 
正社員になれない 
残業代が出ない 
就職差別がある 
いじめやセクハラ 

子育て支援策について

0  20  0  40  0  60  0  80  0  1200 1000 

保育所の増設 
父子・母子家庭支援 

医療体制の充実 
経済的支援 

労働条件の改善 
幼稚園の増設 
遊び場の整備 

相談事業の充実 
その他 

親の交流 

今後の暮らしについてどう感じていますか？

安心 
　（4％） 

不安 

どちらとも 
いえない 

41％ 

73％ 

ここ数年で暮らしはどうかわりましたか？

良くなった 
　（4％） 

悪くなった 
 

変わらない 

41％ 
55％ 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
要
望
は「
特
養
ホ
ー
ム
を
増
設

し
て
ほ
し
い
」が
最
も
多
く
、「
両
親
の

介
護
の
た
め
仕
事
を
五
年
も
し
て
い

ま
せ
ん
」「
待
っ
て
い
る
老
人
が
多

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

入
所
待
ち
は
三
六
〇
人
で
す
が
、「
ど

う
せ
入
れ
な
い
」
と
、あ
き
ら
め
家
族

が
犠
牲
に
な
っ
て
介
護
し
て
い
る
な

ど
潜
在
的
ニ
ー
ズ
は
予
想
が
つ
か
な

い
。
待
機
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
特
養

ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
を
た
て
る
べ
き
。

質
問

在
宅
福
祉
の
拡
充
や
住

宅
系
の
整
備
な
ど
も
含

め
、
多
様
な
住
ま
い
に
つ
い
て
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

答
弁

「
廃
校
に
な
っ
た
土
地
、
区
の
土
地

を
利
用
し
て
特
養
ホ
ー
ム
を
作
っ
て

ほ
し
い
（
60
代
女
性
　
主
婦
）」

「
特
養
ホ
ー
ム
を
増
設
し
て
欲
し

い
。
待
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
。」

（
70
代
女
性
・
年
金
生
活
）

●
今
後
の
暮
ら
し

●
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て

民
主
党
政
権
は
、

こ
ど
も
手
当
や
高
校

無
償
化
の
財
源
確
保
の
た
め
、
各
種

扶
養
控
除
を
廃
止
し
た
。
収
入
が
増

え
な
い
の
に
税
金
が
増
え
、
保
育
料

や
家
賃
な
ど
様
々
な
影
響
が
出
る
。

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
①
国
・
都

に
求
め
る
こ
と
。
②
区
と
し
て
対
策

を
と
る
こ
と
。

質
問

①
国
・
都
へ
の
要

請
は
考
え
て
い
な
い
。

②
国
・
都
の
動
向
の
情
報
収
集
、
影

響
の
実
態
把
握
に
努
め
る
。

答
弁

「
今
は
ま
だ
い
い
が
、
今
後
の
生
活

が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
」

（
20
代
女
性
・
正
規
職
員
）

「
景
気
が
悪
す
ぎ
る
。
お
金
が
回
ら

な
い
」（
60
代
女
性
・
自
営
業
）

た
す
べ
き
。
①
労
働
者
派
遣
法
の
改

正
は
、「
正
社
員
が
当
た
り
前
の
社

会
」
と
な
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

②
東
京
都
に
今
年
も
「
年
越
し
派
遣

村
」
の
設
置
を
求
め
る
こ
と
。
③
区

と
し
て
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

こ
と
。
④
指
定
管
理
を
や
め
る
こ
と
。

⑤
区
の
直
接
雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
こ
こ
数
年
」
の
暮
ら

し
向
き
の
問
い
に
「
悪
く
な
っ
た
」

が
五
五
％
、
今
後
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
は
「
不
安
」
と
答
え
る
人
が
七

四
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
勤
労
者
の

不
安
・
不
満
の
第
１
位
は
「
給
料
が

安
い
」、
次
に
「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い

う
声
に
答
え
る
た
め
に
区
民
の

雇
用
を
守
り
、
暮
ら
し
を
守
る

た
め
区
が
積
極
的
な
役
割
を
果

質
問

①
国
に
意
見
は
言

わ
な
い
。
②
都
に
意

見
は
言
わ
な
い
。
③
そ
れ
ぞ
れ
の
相

談
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
。
④
指
定

管
理
者
を
適
切
に
指
導
す
る
。
⑤
緊

急
不
況
対
策
臨
時
職
員
を
採
用
し
て

い
る
。
今
後
も
雇
用
の
場
の
提
供
と

就
職
支
援
を
し
て
い
く
。

答
弁

「
五
十
歳
を
過
ぎ
る
と
昇
給
し
な
い

の
で
収
入
が
少
な
い
し
物
価
が
高

い
。」（
50
代
女
性
）

「
悪
く
な
っ
た
。
物
価
が
上
が
っ

た
。
子
ど
も
の
成
長
期
と
重
な
り
、

出
費
も
増
え
た
。
給
与
が
上
が
ら
な

い
。」（
30
代
女
性
・
正
規
職
員
）

二
〇
一
〇
年
八
月
〜
一
〇
月
に
か
け
て
取
り
組
ん
だ

「
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
、
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
み
な

さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

港
区
議
会
第
四
回
定
例
会
で
は
「
区

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を

取
り
上
げ
、
区
長
、
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。
議
員

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
下
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
必
要
と
思
わ
れ
る
子

育
て
支
援
策
は
」
の
問
い
に
「
保
育

園
の
増
設
」
が
圧
倒
的
。「
急
に
職

を
失
っ
た
」「
正
社
員
か
ら
契
約
社

員
に
な
っ
て
収
入
が
減
っ
た
」
な
ど

夫
婦
で
精
一
杯
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く

る
。
こ
う
し
た
中
で
保
育
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
。
①
早
急
に
公
立
保
育

園
を
建
設
す
べ
き
。
②
国
公
有
地
を

使
い
暫
定
保
育
室
の
設
置
を
。

質
問

育
所
二
カ
所
の
誘
致
に
よ
り
、
約
七
〇
〇

名
の
定
員
拡
大
を
図
る
計
画
。
②
地
域
の

待
機
児
童
、
用
地
の
環
境
等
を
踏
ま
え
、

検
討
す
る
。

①
認
可
保
育
園
三

園
の
整
備
に
着
手
。

認
可
保
育
園
五
園
の
改
築
や
認
証
保

答
弁

「
港
区
は
共
働
き
が
多
い
よ
う
に
思

え
る
し
、
一
時
預
か
り
も
含
め
・
共

働
き
を
支
援
す
る
体
制
を
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
（
20
代
男
性
・
自
営
業
）」

『
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
』
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

職場や就職のことで不安や不満に感じていることは?

上医療費ゼロ、特養ホーム待機者ゼロ上医療費ゼロ、特養ホーム待機者ゼロ上医療費ゼロ、特養ホーム待機者ゼロ



2006年10月4日
決算委員会での質問 区長答弁

待機児童解消のため、
建替えのため使っている
仮設保育園を継続して使
用すること。

他の利用計画などの課
題もあり、問題点を整理
します。

2006年10月23日
助役以下担当理事者に申し入れ 助役の発言（要旨）

本園の建替えのため仮
設として使用している飯
倉保育園、南青山保育園
の仮園舎を、暫定保育園
として使用するよう申し
入れ。

待機児童が多いことは
深刻に受けとめている。
ご提案の方向で検討する。

2006年第4回定例会本会議質問
区長答弁

2007年第1回定例会
区長所信表明

緊急・暫定的な措置と
して、旧飯倉小学校跡地
を活用した新たな保育サ
ービスを提供してまいり
ます。

飯倉保育園、南青山保
育園、赤坂保育園の仮園
舎の継続使用について、
早急に地元とも相談し、
実施すること。

飯倉小学校跡地の（仮設）
保育園を引き続き「保育施設
として利用する」要望が区長
に提出されたり、議会への請
願など、地元の運動が開設の
力となりました。

飯倉については、緊急
対策的な保育施設として
の活用を現在検討してい
ます。

2007年3月12日予算委員会での質問　 区長答弁

緊急対策としての、飯
倉保育園の活用を一日も
はやく実施すること。ま
た、その他の場所につい
ても早急に検討すること。

その後も本会議、予算・決算委員会など、機会あるごとに公立保
育園建設とあわせ、設置場所も含め暫定保育室の提案をしています。

旧飯倉保育園以外の施
設の設置に向けても検討
をすすめております。

●
街
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
「
こ
ん
な
に
補
助

金
が
出
て
い
る
こ
と
は
一
般
の
人
は

知
り
ま
せ
ん
」「
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
驚
き
で
す
」
な
ど
、「
補
助
金
支

出
は
や
め
る
べ
き
」
は
七
〇
％
。
森

ビ
ル
な
ど
の
再
開
発
補
助
金
は
や
め

る
べ
き
。

質
問

補
助
金
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

答
弁

慨
し
て
い
ま
す
」（
50
代
男
性
）

「
も
っ
と
福
祉
や
教
育
関
連
に
税
金

は
使
う
べ
き
」（
30
代
女
性
）

「
こ
ん
な
に
補
助
金
が
出
て
い
る
こ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
60
代
女

性
）

「
森
ビ
ル
と
補
助
金
の
関
係
で
高
層

ビ
ル
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
知
り
憤

「
も
う
こ
れ
以
上
の

高
層
ビ
ル
は
い
ら
な

い
」
こ
の
区
民
の
声
を
無
視
し
て
き

た
結
果
、
六
〇
m
超
〜
一
〇
〇
m
の

ビ
ル
は
一
四
四
棟
、
一
〇
〇
m
超
の

超
高
層
ビ
ル
は
一
一
五
棟
と
二
三
区

で
高
層
ビ
ル
が
最
も
多
い
区
と
な
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
層
ビ
ル

は
い
ら
な
い
」「
開
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
べ
き
」
を
あ
わ
せ
る
と
八
三
％

に
な
り
、
高
さ
制
限
を
求
め
る
声
は

七
四
％
に
上
っ
て
い
る
。
絶
対
高
さ

制
限
を
設
け
る
べ
き
。

質
問

港
区
に
ふ
さ
わ
し
い

高
さ
制
限
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。

答
弁

「
高
さ
制
限
を
す
る
べ
き
。
景
観
が

良
く
な
り
、
電
波
障
害
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
人
口
の
密
集
（
災
害
時
ど
う
す

る
の
か
？
）
等
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。
も
っ
と
広
い
視
野
で
長
期
的
に

考
え
て
ほ
し
い
。（
30
代
女
性
自
営

業
）」

「
高
層
ビ
ル
の
乱
立
は
こ
れ
以
上
必

要
な
い
。
高
温
な
ど
環
境
へ
の
影
響

大
で
す
。」（
60
代
女
性
）

市街地再開発事業補助金について

補助金の 
支出は必要 
（9％） 

わからない 
（21％） 

補助金 
支出は 
やめるべき 

70％ 

再開発による超高層ビルの建設について

もっと建設 
　して良い 
　（8％） 

これ以上 
高層ビルは 
　いらない 

わからない 
（9％） 

開発を 
コントロール 
すべき 

46％ 37％ 

建物の高さ制限について

一定の 
高さ制限を 
もうけるべき 
 

わからない 
（13％） 

高さを 
制限する 
必要はない 
（13％） 

74％ 

党区議団の提案で
5ヵ所の緊急暫定保育室が開設

3つの〝ゼロ は区民の願い
保育園待機児童ゼロ、75歳以

寄せられた区民アンケート

〝
保育園待機児童ゼロ、75歳以保育園待機児童ゼロ、75歳以

運動が大きな力に



白
金
台
二
丁
目
の
般
若
苑
跡
地
に
工
事
中

の
（
仮
称
）「
Ｍ
Ｔ
Ｃ
計
画
新
築
工
事
」
は
、

地
下
二
二
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
空
間
を
持
つ
計

画
で
す
。
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
土
砂
を

道
路
幅
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
の
静
か
な
住
宅
街

の
中
を
運
び
出
し
、
住
民
に
騒
音
、
振
動
、

粉
塵
、
通
行
等
多
大
な
迷
惑
を
与
え
て
い
ま

す
。近

隣
住
民
と
大
成
建
設
と
で
工
事
に
あ
た

っ
て
の
「
協
定
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
。
し

か
し
大
成
は
協
定
違
反
を
繰
り
返
す
た
め
、

「
協
定
遵
守
へ
の
厳
正
な
る
指
導
を
求
め
る

請
願
」
と
、
新
た
な
土
砂
搬
出
ル
ー
ト
を
チ

ラ
シ
の
配
布
だ
け
で
、
一
日
百
台
以
上
の
ダ

ン
プ
の
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
に
対
し
、「
説

明
会
を
開
催
し
、
沿
道
住
民
と
の
協
議
を
行

な
う
よ
う
厳
正
な
る
指
導
を
求
め
る
請
願
」

「
重
症
心
身
障
害
者
、
重
複
障
害
者
の
入

所
施
設
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
者
か
ら
、
区
長
と
語
る
会
な
ど
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
「
入
所
施
設
の
建
設
を
求
め
て

き
た
」
こ
と
、
介
護
者
が
高
齢
に
な
り
「
在

宅
介
護
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
な

ど
、
障
害
児
の
家
庭
の
深
刻
な
状
況
の
説
明

の
二
つ
の
請
願
が
住
民
か
ら
区
議
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
傍
聴
者
が
約
四
十
人
。
大
成
の

傍
若
無
人
の
振
る
舞
い
に
、
行
政
の
強
力

な
指
導
を
求
め
る
質
問
が
各
会
派
か
ら
出
さ

れ
、
請
願
は
全
会
一
致
で
採
択
。
建
設
常

任
委
員
長
名
で
大
成
建
設
（
株
）
東
京
支

店
長
宛
に
要
請
書
を
送
る
こ
と
も
決
ま
り
ま

し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
今
議
会
本
会
議
で
「
計
画

が
遅
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ

ー
ム
の
建
設
」、「
二
か
所
目
の
入
所
施
設
建

設
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
区
長
は

「
重
度
心
身
障
害
児
・
者
の
人
数
の
推
移
や

入
所
希
望
者
数
を
見
定
め
な
が
ら
、（
保
健

福
祉
基
礎
調
査
）
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域

保
健
福
祉
計
画
の
改
訂
の
中
で
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

請
願
の
採
択
は
、
計
画
を
す
す
め
る
力
と

な
り
ま
す
。
実
現
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

「
国
保
料
の
引
下
げ
を
求
め
る
請
願
」

（
港
社
会
保
障
推
進
協
議
会
）
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
党
区
議
団
は
採
択
を
主
張
し
ま

し
た
が
、
共
産
党
以
外
の
「
オ
ー
ル
与
党
」

に
よ
っ
て
「
継
続
」
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
料
は
毎
年
値
上
げ
が
つ
づ
き
、
保

険
料
を
払
え
な
い
世
帯
が
三
七
・
六
％
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
末

現
在
、
短
期
証
一
五
六
六
世
帯
、
資
格
証

四
八
〇
世
帯
と
深
刻
で
す
。

来
年
度
か
ら
保
険
料
を
決
め
る
方
式
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
障
害
者
控
除
や
寡

婦
控
除
な
ど
家
庭
の
状
況
で
控
除
で
き
た
も

の
が
で
き
な
く
な
り
、
基
礎
控
除
三
三
万

円
の
み
に
な
る
た
め
、
保
険
料
が
上
が
る

世
帯
が
多
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
が
上
が

れ
ば
さ
ら
に
払
え
な
い
世
帯
が
増
え
ま
す
。

従
来
の
よ
う
に
国
の
負
担
を
五
〇
％
に
戻

せ
ば
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
も
可
能
で
す
。

保
険
料
の
引
上
げ
を
許
さ
な
い
世
論
と
運

動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

党
委
員
は
採
択
主
張
、

他
会
派
が
多
数
で
継
続
に

フォーラム民主
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
（
七
戸
・
渡
辺
・
杉

浦
・
樋
渡
・
阿
部
議
員
）
は
、
十
一
月
二

十
四
日
の
本
会
議
で
「
こ
ど
も
条
例
を
制

定
す
べ
き
」
と
区
長
に
質
問
。
と
こ
ろ

が
、
党
区
議
団
が
作
成
し
た
「
こ
ど
も
条

例
」
の
共
同
提
案
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
民

主
は
「
国
保
料
の
引
き
下
げ
に
取
り
組
む

べ
き
」
と
区
長
に
質
問
。
と
こ
ろ
が
、「
国

保
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
請
願
」
に
一

人
も
紹
介
議
員
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、

本
会
議
で
「
引
き
下
げ
」
を
求
め
た
阿
部

委
員
が
委
員
会
で
は
「
採
択
」
で
な
く

「
継
続
」
を
主
張
す
る
と
い
う
態
度
。

区
長
に
「
こ
ど
も
条
例
制
定
」、「
国
保

料
引
き
下
げ
」
を
求
め
な
が
ら
、
共
同
提

案
に
も
の
ら
な
い
、
請
願
の
紹
介
議
員
に

も
な
ら
な
い
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

態
度
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
と
し
て
の

責
任
が

問
わ
れ

ま
す
。

代
表
質
問
で
区
長
に
「
こ
ど
も
条
例
つ
く
れ
」
と
質
問

党
区
議
団
提
案
の
「
こ
ど
も
条
例
」
に
賛
同
せ
ず

「
国
保
料
引
き
下
げ
よ
」
と
質
問

「
国
保
料
引
き
下
げ
請
願
」
紹
介
議
員
に
な
ら
ず

2
つ
の
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択

「
大
成
建
設
は
工
事
協
定
を
守
れ
」

説
明
ぬ
き
、
チ
ラ
シ
一
枚
で
別
の
道
路
に
進
入

重
症
心
身
障
害
者
等
の

入
所
施
設
の
請
願

全
会
一
致
で
採
択

国
保
料
の
値
下
げ
求
め
る
請
願

フォーラム民主

狭い道路をわがもの顔で走るダンプ

審議を見守る住民

「
共
産
党
議
員
か
ら
私
た
ち

の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
を
強
調
す

る
質
問
と
、
委
員
長
（
共
産

党
）
の
歯
切
れ
の
良
い
進
行
と

行
政
へ
の
喝
を
入
れ
て
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」。

計画周辺の住民か
ら党

議員団に感謝のメ
ール

2011年第1回定例区議会が

2月23日から3月17日まで開

かれる予定です。予算委員会も

開かれます。

ぜひ、傍聴においでくださ

い。

お 知 ら せ


